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方
二
回
の
、
長
浜
町
議
会
臨
時
会
は
特
別
会
計
補
正
予
算

去
る
五
月
二
十
四
日
、
午
前
十
時
か
ら
上
水
道
特
別
会
計
に
、
八
百
十
四
万

会
議
室
で
関

m
れ

ま

し

た

。

円

を

追

加

し

、

上

水

道

特

別

会

計

予

今
回
は
、
専
決
処
分
に
よ
る
予
算
補
算
の
総
額
は
、
六
千
八
百
四
十
万
円

正
、
農
業
共
済
事
業
を
町
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
田
十
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
、
特
(
上
水
道
持
別
会
計
は
、
昭
和
三
十

別
会
計
補
正
予
算
そ
れ
に
、
投
票
管
理
九
年
度
末
に
、
九
百
二
十
八
万
円
の

考
の
報
酬
支
給
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
赤
字
が
で
る
の
で
、
一
般
会
計
か
ら

の
議
案
が
ト
程
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
八
百
十
四
万
円
を
繰
り
入
れ
て
補

れ
も
原
案
の
通
り
決
定
に
な
り
ま
し
た
て
ん
し
残
額
百
十
四
万
円
は
、
そ
の

て
補
正
予
算
の
専
決
処
一
分
を
報
告
ま
ま
す
え
置
き
、
今
後
、
運
営
の
合

L
昭
和
三
十
九
年
度
長
浜
町
一
般
会
理
化
等
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
解
消
)

計

補

正

予

算

二

、

農

業

共

済

事

業

を

町

が

行

う

町
長
の
専
決
で
昭
和
三
十
九
年
度
一
(
農
業
共
済
組
合
単
独
で
は
運
営
が

般
会
計
に
、
八
百
十
四
万
円
を
追
加
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
町
営
と
な
り

し
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
三
億
産
業
課
で
執
務
)

六
千
七
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
く
決
ま
っ
た
農
業
共
済
事
業
運
営

(
今
回
の
補
正
は
、
上
水
道
会
計
の
協
議
会
委
員

赤

字

補

て

ん

)

議

会

H
石
田
政
雄
(
副
議
長
)

り
い
昭
和
三
十
九
年
度
長
浜
町
上
水
道
一
宮
本
数
美
へ
産
業
経
済
委
員
長
)

一

L
Y
』

戸

¥

一

廓

企

フ

E
Aノ

一
区
発
ね

m円，

N

、

一
き
ヴ

-ど

4
亡

一
の
，
ハ
い
い

が一
一
、
ヲ
う
-
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一
/
、一尚
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』
，
J、

一
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5月の人口動態
男'7.89 9 
女 8.61 1 
計 16.5 1 0 
世帯数 4.0 5 6 

(末日現在)
死亡 13 
離婚 i 

業囲
臨

時

，，6.. 
コヨZ

本
国
重
太
郎
(
出
海
地
区
)

学
識
経
験
者
リ
西
田
司
〈
町
長
)

二
宮
重
憲
(
長
浜
農
協
専
務
)

農
家
代
表
U
大
野
高
士
口
(
喜
多
灘
地
区
)

出生 26
婚姻 8 

損
害
評
価
会
委
員
リ
熊
野
章
(
戒
川
)

平
井
豊
秋
(
白
滝

)
V泉
猶
平
(
柴
)

矢
野
ヱ
鶴
(
下
須
戒
)
す
大
本
春

明
(
豊
茂
)
w
v
太
成
惇
(
豊
茂
)

西
岡
淳
夫
(
今
坊
)
V加
納
徳
利

(
須
沢
沖
浦

)
V宇
都
宮
達
夫
(

櫛
生
)
w
v
大
橋
干
芳
(
出
海
)

亀
井
幸
(
長
浜
)

技
術
者
H

池
田
定
夫
(
農
協
指
導
課
長
)

福
山
容
雄
(
同
養
蚕
技
術
員
)

菊
地
光
義
(
同
家
畜
技
術
員
)

池
田
照
雄
(
同
一
般
作
物
技
師
)

三
、
昭
和
四
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
四
、
昭
和
四
十
年
度
上
水
道
@
青
島
航

路
@
国
保
@
国
保
直
診
な
ど
特
別
会

計
補
正
予
算

五
、
投
票
管
理
者
の
報
酬
支
給
条
例
の

一
部
改
正

投
票
管
理
者
@
開
票
管
理
者
@
選
挙

長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
千
二
百
円
。
投
票

立
会
人
。
開
票
立
会
人
。
選
挙
立
会

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
千
円
に
改
正
。

は
誰
れ
し
も
の

こ
と
で
す
。

で
き
る
こ
と

な
ら
、
こ
ん
な

に
お
金
の
か
か

ら
ぬ
立
派
な
制

度
は
な
い
も
の

か
と
、
思
わ
れ

ま
す
が
、
し
か

し
な
が
ら
、
選

挙
に
ま
さ
る
立

派
な
制
度
は
、

ま
だ
人
間
位
界

に
は
な
い
よ
う

で
す
。で
す
か
ら
、

今
度
の
参
議
院

議
員
選
挙
で
、

四
十
六
億
円
の

税
金
を
使
う
の

も
や
む
を
得
ま

せ
ん
が
、
た
だ

問
題
は
同
じ

使
う
な
ら
、
使

っ
た
だ
け
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
、
こ

れ
が
大
切
な
の
で
す
。

で
は
、
効
果
は
何
ん
で
あ
げ
る
か

と
い
い
ま
す
と
、
そ
れ
は
、
立
派
な
選

挙
で
、

1
d
一
派
な
人
を
代
表
に
選
ぶ
こ
と

で
す
。
「
上
〈
見
、
よ
く
聞
き
、
上
く
選
べ
」

品
同
一
た
る
、
七
同
月
四
日
の
参
議
院
議
員

選
挙
に
は
、
参
議
院
に
ふ
さ
わ
し
い
代

表
者
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

!焦

官軍
耳r;;;

開

{試
よ

白
パ
一
フ
は
、
明
る
い
選
挙
の
V
ツ
ボ

ル
で
す
。

「
明
る
く
正
し
い
選
挙
」

こ
れ
が
、
選
挙
を
き
れ
い
な
も
の
と

す，
Q

あ
い
こ
と
ば
で
す
。

誌

農業構造改善対策協議会

定例民生委員会

優良子供会表彰

戒川線改修工事、喜多灘

白滝線新設工事，町内道

の

日

5 月

町政

B日

7日

9日

1日日

月

開

く

見

よ

く

聞

き

よ

く

選

~ 

近
づ

く

参

こ
と
し
は
、
わ
が
国
に
選
挙
制
度
が

し
か
れ
て
か
ら
、
七
十
五
年
、
普
通
選

挙
法
が
公
布
き
れ
て
四
十
年
・
婦
人
参

政
権
が
認
め
ら
れ
て
二
十
年
と
い
う
記

念
す
べ
を
年
で
す
。

路舗装工事等検査

白滝地区県道舗装区域の

側こう工事、白方水路改

修工事、長浜山際墓地道

路議装工事入札、

日脳注射、集団検診

(31日まで)

国民年金委員会、区長会

災害復旧事業入札

(常水)

11日

18日

議

院

議

員

選

挙

今
度
の
参
議
院
選
挙
で
国
が
つ
か
う

金
は
、
お
よ
そ
四
十
六
億
円
で
す
。

と
の
金
額
を
聞
け
ば
、
「
そ
ん
な
に

大
金
の
か
か
る
選
挙
を
、
な
ぜ
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
」
と
思
う
の

農林業振興委員および交

換分合実施委員玉川町の

農業構造改善事業状況視

察、老人クラブ会長会、

婦人会幹部研修会

社会福祉協議会

大洲市ライオシズクラブ

無料診療(青島〉

町議会臨時会、賀茂郷農

そ
の
た
め
に
、
ラ
ジ
オ
や
、
新
聞
の

候
補
者
の
意
見
、
国
が
発
行
す
る
選
挙

公
報
の
政
見
な
ど
、
で
き
る
か
家
り
多

く
の
材
料
で
研
究
し
、
良
識
の
国
会
、

参
議
院
議
員
に
ふ
さ
わ
し
い
、
あ
な
た

の
代
表
者
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

六
月
二
十
四
日
、
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
長
浜
町
体
育
館
で
お
こ
な
わ
れ
る

立
会
演
説
会
は
、
候
補
者
を
こ
の
目
で

こ
の
耳
で
た
し
か
め
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
み
ん
な
で
き
与
に
ゆ
ぎ
ま
し
ょ
う

道測量

行政苦情相談開設

観光協会役員会

乳児検診 (31日まで〕

消防分団長会

老人学級、長浜智光協会

総会

母子福祉総会、農業共済

組合代表者会

19日

22日

23日

24日

25日

261ヨ

27日

29日

30日

おりがとうございました
年月日 i 寄付物件 1 寄 付者|目 的

40.3.17 一金 200.000円 財団理法事人長出藤海公益井会辰生 I出し海て保育所建築費と

， 3.22 ー金 250.000円 大字Jt日川代表 低開発事業
宮本数美 地元寄付金として

" 3. 8 小鳥かごし室内プランコ1 青島婦人会 青島保育所備品として
(8.000円相当)

グ 3.1 資料整理戸棚l 櫛生小学校昭和3日年度卒業生櫛生小学校備品として
08.000円相当) ! 代表者岡本憲子

" 3.26 ヤマハオノレガン(61縫)1合及び 沖浦保育所父母の会 沖浦保育所用として
椅子1 (24，000円相当) 会長古谷良子

グ 5.14 児童三輪車 l台 青島保会長育所紙母の本会コ[昇ナ~ 青島保育所用として

が 5.14l町 3組 青島紙本混美青島保育所用として

| 方円の池(噴水っき白セメジト 百滝k]¥¥学学校校卒P業T生A代会表上長回清
グ 5.14 モノレタノレ仕上面積7m'つつじ植込 功三白滝小学校施設として

フロック垣付) 白滝A 会 水務

， 5.14 白板(遊具) 大和保育所39年度卒園児代表 大和保育所用として
{中田ヤス子

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
お
そ
ろ
し
い
缶
染
病
の

多
く
な
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

。
あ
な
た
の
手
を
伝
染
病
の
手
伝
に

、--一---4 ， 

出移



早
生
よ
り
明
ら
か
に
強
い
。
②
幹
周
っ
て
い
る
。

の
肥
大
、
樹
冠
の
拡
大
が
早
く
、
樹
の
①
現
在
、
各
府
県
に
お
い
て
奨
励

発
育
は
非
常
に
よ
い
。
①
校
の
伸
長
地
域
に
よ
っ
て
は
、
三
保
早
生
と
と
も

号

は

宮

川

早

生

よ

も

よ

い

が

葉

は

や

や

大

に

増

植

さ

れ

よ

う

。

2

き
い
程
度

0

3

栽
培
上
の
注
意

印
従
来
、
南
柑
四
号
@
南
柑
二
十
号
和
二
十
八
年
か
ら
、
農
林
省
園
芸
試
験
④
接
木
後
の
初
期
に
は
と
げ
が
発
①
樹
勢
が
お
う
盛
で
あ
る
の
で

事
一
俊
成
@
宮
川
早
生
お
よ
び
夏
柑
が
愛
媛
場
が
中
心
と
な
っ
て
各
府
県
試
験
場
二
生
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
i

樹
令
が
た
つ
春
枝
の
発
育
が
遅
く
ま
で
続
く
。

j
一
県
の
奨
励
品
種
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
十
二
か
所
に
お
い
て
、
適
応
試
験
を
実
に
つ
れ
て
、
順
次
そ
の
発
生
は
減
少
し
①
幼
木
の
時
代
に
多
雨
地
帯
で
は

一

今

回

興

津

早

生

(

お

き

つ

わ

せ

)

と

、

施

。

栽

培

上

の

障

害

と

は

な

ら

な

い

。

そ

う

か

病

の

発

生

が

多

い

傾

向

が

認

め

一
三
保
早
生
(
み
ほ
わ
せ
)
の
二
品
種
が
①
樹
勢
、
果
実
の
品
質
な
ど
の
、
優
⑤
果
実
の
着
色
は
、
明
ら
か
に
早
ら
れ
た
が
、
樹
勢
が
落
ち
つ
い
て
く
る

一
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
秀
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
昭
和
二
十
く
、
宮
川
厚
生
よ
り
も
約
一
週
間
早
い
と
、
そ
の
発
生
は
、
減
少
す
る
の
で
宮

一
特
性
な
ど
は
、
つ
年
の
通
り
で
す
。
一
年
か
ら
悶
称
の
一
二
七
号
を
興
津
二
⑤
果
形
は
、
宮
川
写
生
よ
り
も
扇
川
早
生
よ
り
も
特
に
そ
う
か
病
に
か
か

一

①

興

津

早

生

号

に

改

正

。

平

で

あ

り

、

果

菌

は

な

め

ら

か

で

美

麗

り

や

す

い

も

の

と

は

考

え

ら

れ

な

い

。

ト
育
成
経
過
H
①
昭
一
相
十
五
年
④
昭
和
三
十
八
年
に
、
新
品
種
興
津
⑦
果
汁
中
の
可
溶
性
固
形
物
は
、
①
多
雨
多
湿
地
帯
で
は
一
応
注
意

a

宮

川

早

生

に

‘

か

ら

た

ち

花

粉

を

授

早

生

(

み

か

ん

農

林

一

号

)

と

し

て

採

宮

川

早

生

よ

り

も

明

ら

か

に

多

く

、

ク

を

要

す

る

。

一

粉

し

て

得

た

種

子

の

無

性

は

い

か

ら

育

用

命

名

。

畳

録

。

ェ

γ
酸

は

宮

川

と

大

差

な

い

。

①

一

一

一

保

早

生

一

成
し
、
実
生
の
一
つ
を
選
抜
。
②
昭
乙
特
性
日
①
樹
勢
は
母
、
宮
川
①
食
味
は
甘
く
濃
厚
な
風
味
を
も

1

育
成
経
過
日
す
べ
て
、
興
津
早
一

，2g
、Ba1.J
、E
亀、
aご司.:.弘、
F

、.4，
FF

‘え
、
Pq.:，-工-，，冒，
J，f-二.2，r.
司，ノ，、，
E

工.. Je
、副a.E
、，r.e:.
‘、，‘
J
-二.，.巴‘
g

g

'

:

.

J

-

.

.

.

-
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、E

長
一
浜
供
駅
前
午
前
九
時
三
十
五
分
発
の
そ
の
後
、
大
同
二
年
弘
法
大
師
が
四
四
冨
山
脈
の
遠
望
に
、
そ
の
雄
大
さ
を
{

パ
ス
で
、
金
山
出
石
寺
へ
向
う
と
、
午
国
を
巡
し
や
く
さ
れ
た
と
品
ぎ
円
口
、
己
こ
の
山
に
感
じ
、
肱
川
流
域
に
立
ち
こ
め
る
霧
が

ι

前
十
一
時
十
分
に
郷
ノ
峠
に
着
き
こ
こ
登
ら
れ
、
現
在
護
摩
ケ
石
と
呼
ば
れ
て
雲
海
と
な
っ
て
銀
色
に
輝
き
、
そ
の
景

γ

か
ら
出
石
山
の
参
道
を
徒
歩
で
約
二
十
い
る
山
石
の
上
で
、
二
十
-
日
間
、
護
摩
雪
量
に
神
秘
と
い
う
べ
き
で
し
ょ

5

…

分

登

る

と

、

国

立

公

園

に

指

定

を

受

け

行

を

修

法

さ

れ

、

こ

の

山

を

「

ぼ

さ

つ

川

、

且

つ

、

全

国

的

に

有

名

な

真

言

宗

お

一

む
ろ
派
、
別
格
本
山
、
金
山
出
石
寺
に

γ

到

着

し

ま

す

。

~

f
 ヘ~
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新

し

く

奨

励

品

種

追

加

~~ 'lJj主

海

?孟

壁品
二時

事鶴

ム

居室E

輝
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しこ銀

昭和40年6月20臼

一

1111111111111111111海と山の眺望を合わす 1III1I1111I1I1I111I1II!IIIIIIIII1IIIIIIIII1

一一

(二)

国立
':1公園

(ア)

興

津

早

生

と

三

保

早

生

出
石
山
は
、
標
高
八
百
二
十
メ
ー
ト

ル
で
、
海
と
山
の
眺
望
を
合
わ
せ
も
つ

展
望
台
と
し
て
も
す
ぐ
れ
た
観
光
地
と

し
て
有
名
で
す
。

ニ馬、J石

現
在
、
祝
祭
日
に
は
、
ハ
イ
ヤ
ー
で

登
る
参
詣
者
が
多
く
、
車
で
す
と
、
ち

ょ
う
ど
山
門
の
下
ま
で
行
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

金
山
山
山
石
寺
の
開
創
は
、
養
老
二
年

六
月
十
七
日
で
す
。

寺
伝
に
よ
り
ま
す
と
、
旧
宇
和
郷
に

住
す
る
猟
師
作
右
衛
門
が
、
一
日
狩
に

出
て
一
四
の
鹿
を
見
つ
け
、
そ
の
後
を

追
う
中
に
遂
に
こ
の
山
に
迷
い
込
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。

w 
叫』山金

す
る
と
突
然
、
全
山
震
動
し
て
光
明

か
っ
か
く
と
輝
品
目
、
、
鹿
の
姿
は
か
き
消

す
よ
う
に
、
見
え
な
く
な
り
、
大
地
に

ひ
れ
伏
し
て
恐
れ
お
の
の
い
て
い
た
作

右
衛
門
が
、
や
や
し
ば
ら
く
し
て
顔
を

あ
げ
る
と
、
先
程
鹿
の
立
っ
て
い
た
足

元
の
岩
が
真
二
つ
に
割
れ
、
千
手
観
世

音
ぼ
さ
つ
の
像
が
地
中
か
ら
わ
き
だ
し

て
、
金
色
さ
ん
然
と
光
を
放
っ
て
い
ま

し
た
。こ
の
奇
ず
い
を
目
撃
し
た
作
右
衛
門

は
、
翻
然
と
さ
と
り
、
終
生
を
業
と
す

る
生
活
を
、
ざ
ん
げ
し
、
妻
子
に
別
か

れ
て
仏
門
に
入
り
、
名
を
道
教
と
改
め

て
、
こ
の
仏
像
の
そ
ば
に
あ
ん
を
か
ま

え
て
、
裳
峰
山
出
石
寺
と
号
し
、
一
生

を
こ
こ
で
送
り
ま
し
た
。

写真上は、出石寺から銀色に

輝く雲海を望む

写真下は、出石寺の夜明け

(写真は長浜町観光協会提供)

応
現
の
勝
地
、
三
国
無
双
の
金
山
一
と

讃
嘆
さ
れ
、
仏
像
を
石
室
に
封
じ
て
秘

仏
と
な
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

寺
内
に
は
、
宿
泊
施
設
が
完
備
し
約

三
百
名
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
含
宿
一
泊

す
る
信
者
や
、
学
生
団
体
は
、
年
間
約

二
万
人
に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
一
月
三
臼
は
、
本
尊
初
開
帳

旧
二
月
十
五
日
は
、
ね
は
ん
会
。
旧
三

月
十
七
日
は
、
春
期
大
縁
日
。
旧
四
月

八
日
は
、
花
祭
り
。
悶
七
月
九
日
は
、

四
万
八
千
目
。
そ
し
て
、
旧
七
月
十
布

日
は
、
夏
期
大
縁
日
で
、
参
詣
者
が
、

参
道
を
う
ず
め
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
出
石
山
の
参
道
は
、
八

方
に
広
が
り
、
朝
早
〈
山
頂
に
立
て
ば

生
と
同
じ
で
、
昭
和
三
十
一
年
か
ら
旧

称
の
九
十
九
号
を
興
津
一
号
に
改
正

昭
和
三
十
八
年
に
新
品
種
三
保
早
生
(

み
か
ん
農
林
二
号
)
と
し
て
採
用
、
命

名
登
録
。
2

特
性
H
す
べ
て
、
興
津
早
生
と

同
じ
で
、
今
後
は
、
早
生
温
州
の
主
要

系
統
と
な
る
も
の
で
、
地
域
に
よ
っ
て

は
、
奥
津
早
生
が
主
体
と
な
り
、
三
保

早
生
が
補
助
品
種
と
な
る
と
考
え
ら
れ

る。
-
栽
培
上
の
注
意
H
興
津
早
生
と

同
じ
。問

5

こ
れ
か
ら
広
報
紙
「
広
報
な

が
は
ま
」
の
記
事
に
ど
ん
な
も

の
を
望
み
ま
す
か
。

①
有
線
放
送
で
、
出
生
お
よ
び
死

亡
を
毎
日
放
送
し
て
い
る
が
、
こ

ま
ご
ま
な
こ
と
を
聞
き
も
ら
す
の

で
、
で
き
れ
ば
、
出
生
、
死
亡
記

事
を
掲
載
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
発
行
さ
れ
た
ら
、
で
き
る
限
り

早
く
各
家
庭
に
と
ど
く
よ
う
に
願

い
た
い
。

①
今
後
共
、
町
議
会
の
記
事
を
な

る
べ
く
多
く
し
て
ほ
し
い
。

④
行
政
記
事
、
広
報
文
芸
、
告
知

板
な
ど
、
な
ん
で
も
見
た
い
け
れ

ど
も
だ
い
た
い
、
現
在
の
状
態
で

続
け
て
よ
い
。

⑤
当
町
は
、
ご
承
知
の
通
り
、
農

商
@
漁
の
団
体
で
構
成
し
て
い
る

町
な
の
で
、
町
当
局
に
対
し
て

広

報

紙

「
広
報
な
が
は
ま
」

種
々
な
意
見
と
希
望
を
記
事
に
よ

り
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
を
い
と

思
う
。町
内
に
は
、
相
当
の
関
心
の
あ

る
人
材
も
数
多
く
お
ら
れ
る
こ
と

と
存
し
ま
す
の
で
、
記
事
に
よ
り

町
内
の
方
々
に
発
表
さ
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
な
機
会
方
法
を
希
望
す

る。
そ
れ
が
、
将
来
大
長
浜
町
の
発

展
策
の
一
助
と
考
え
る
。

⑤
法
律
相
談
の
欄
を
設
け
て
ほ
し

い
森
林
法
、
農
地
法
な
ど
。

⑦
農
業
に
関
す
る
記
事
を
望
む
。

③
現
在
社
会
で
は
、
今
の
ま
ま
で

よ
ろ
し
い
。

①
行
政
記
事
、
町
議
会
の
記
事
、

広
報
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
あ

る
が
こ
れ
の
司
令
に
あ
ま
り
重
点
を

①
買
う
か
も
知
れ
な
い
存
が
、
気
安

〈
入
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
庖
に
な
ら

な
く
て
は
仲
び
な
い
。

②
入
り
や
す
く
て
出
に
〈
い
庄
は
や

し
く
て
買
う
の
と
は
逢
う
。
)
が
て
客
が
こ
な
く
な
る
。

=
寸
正
札
で
売
っ
て
く
れ
る
。
①
木
当
に
入
り
や
す
い
庖
と
は
、
賀

行

か

な

い

理

由

わ

ず

に

気

楽

に

出

れ

る

庖

で

あ

る

。

て

遠

い

。

②

客

が

き

て

、

「

O
Oあ
り
ま
せ
ん

二

、

時

聞

が

か

か

る

。

か

?

L

と

間

か

れ

る

よ

う

で

は

だ

め

三

、

め

ん

ど

う

だ

。

で

あ

る

0

・
な
ぜ
聞
く
か
?
と
い
う
と

四
、
余
計
な
買
物
ま
で
す
る
。
白
分
で
さ
が
し
て
わ
か
ら
な
い
か
f-
一

地

方

庖

の

場

合

で

あ

る

υ

一

行

く

理

由

⑤

品

物

は

、

客

に

み

せ

る

も

の

だ

一

①
近
い
か
ら
行
く
。
⑦
気
軽
に
行
け
わ
か
る
よ
う
に
み
せ
て
あ
る
か
ら
、
一

る
。
③
な
じ
み
に
な
っ
て
い
る
か
ら
「
ミ
セ
」

H

庖
と
い
う
の
だ
。
一

行

か

な

い

理

由

⑤

客

の

買

値

と

は

、

ど

な

た

に

も

満

一

①
貿
わ
ず
に
で
に
く
い
o

②
選
び
に
足
で
き
る
値
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
一

く
い
。
①
掛
け
値
が
多
す
ぎ
る
c

⑦
人
に
よ
っ
て
、
値
段
を
か
え
る
よ
一

買
わ
ず
に
気
楽
に
出
れ
る
う
な
と
と
を
し
て
は
い
け
な
い
。
一

(
京
都
能
率
研
究
所
長
水
野
鉄
蔵
)
一

庖

は

栄

え

る

一

B
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・・・・
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f
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J
，，、
h

・a・-二，
g
t
:
・1
一

ま
す
J
O

ι
詠
遂
の
期
間
は
、
L

去
年
九
月
J

日
か
ら
十
月
十
日
ま
で
で
、
郵
送

の
場
合
は
、
消
印
が
十
月
十
日
ま

で
の
も
の
は
、
有
効
で
す
。

ー
あ
て
先
は
、
一
東
京
中
央
郵
便

局
区
内
宮
内
庁
」
で
、
封
筒
に
、

一
詠
進
歌
」
と
蓄
を
添
え
る
と
と

ふ
以
上
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職

あ
て
に
、
住
所
、
氏
名
を
書
き

郵
便
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒

を
添
え
て
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
麦
種
子

の
あ
っ
せ
ん
中
止

こ
と
し
か
ら
、
芳
一
種
子
の
あ
っ
せ
ん

を
(
利
用
者
が
少
な
い
た
め
)
中
止
し

ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
名
農
家
で

採
種
し
て
く
だ
さ
い
c

ま
た
、
品
種
を
か
え
た
い
場
合
は
近

所
で
交
換
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

地
方
開
癌
の
お
り
方

な
ぜ
松
山
へ
買
物
に

い
く
か

行
く
理
由

て
信
用
で
き
る
(
今
の
客
は
安
心

し
て
買
え
る
と
こ
ろ
へ
行
ぎ
た
い

の
だ
。
)

二
、
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
ま
る
。

(
客
は
欲
望
に
よ
っ
て
口
四
を
買
う

も
の
だ
。
必
要
で
買
う
の
と
、
欲

お
く
と
大
変
堅
苦
し
い
も
の
と
な

る
の
で
、
町
民
の
身
近
か
な
も
の

親
し
み
ゃ
す
い
も
の
と
す
る
た
め

に
「
町
内
め
ぐ
り
」
、
「
広
報
文

芸
」
な
ど
の
欄
の
充
実
拡
大
を
望

む。
回

答

①
出
生
、
死
亡
の
件
は
、
お
そ
い

方
で
、
二
か
月
後
、
早
い
方
で
四

十
日
後
に
し
か
お
伝
え
で
き
ま
せ

ん
た
め
有
線
放
送
電
話
で
、
即
日

放
送
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

①
毎
月
二
十
日
発
行
で
、
二
十
二

日
頃
に
発
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

少
な
く
と
も
、
二
十
七
日
頃
に
は

、
各
区
長
宅
に
届
い
て
い
る
は
ず

で
す
。

①
調
査
の
結
果
‘
行
政
記
事
お
よ

び
町
議
会
の
記
事
が
、
よ
〈
読
ま

に
関
す
る
調
査
問

れ
て
い
る
た
め
、
本
年
四
月
か
ら

重
点
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

④
広
報
文
芸
、
告
知
板
な
ど
も
、

よ
り
充
実
し
た
も
の
に
す
る
方
針

で
す

⑤
現
在
の
と
こ
ろ
、
い
ろ
い
ろ
募

つ
で
も
、
二
向
に
投
稿
が
な
い
の

が
現
状
て
す
。

町
当
局
に
対
し
て
、
ど
し
ど
し

ご
意
見
お
よ
び
、
ご
希
望
を
お
ょ

せ
く
だ
さ
い
。
歓
迎
し
て
い
ま
す

宛
先
は
、
文
書
課
で
す
。

⑤
い
ろ
い
ろ
検
討
し
ま
し
た
が
、

月
一
回
の
発
行
の
た
め
、
こ
の
件

の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は

む
ず
か
し
い
状
態
で
す
。

⑦
大
い
に
、
掲
載
す
る
計
画
で
す

①
ご
意
見
の
通
り
、
編
集
す
る
方

針
で
す
。

(2) 

邑
田
知
窃

マ
お
題
は
が
声
山

来
年
の
詠
進
方
法
き
主
る

毎
年
一
月
宮
中
で
、
歌
会
始
め
の
儀

が
行
な
わ
れ
、
全
国
か
ら
数
万
の
一
詠
進

歌
が
寄
ぜ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
詠
進

の
方
法
が
、
一
般
に
徹
底
せ
ず
、
書
式

の
不
備
の
た
め
夫
格
す
る
も
の
も
相
当

数
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
せ
っ
か
く
の
詠
進
を
失
格

さ
せ
な
い
た
め
に
、
つ

Mg
の
よ
う
に
、

詠
起
の
方
法
が
含
ま
り
ま
し
た
。

二
昭
和
四
十
一
年
歌
会
始
め
の
お
日
曜

は
、
『
声
』
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

二
、
詠
進
の
方
法

ト
ひ
と
り
一
首
限
り
と
し
、
未
発

表
の
歌
で
あ
る
こ
と
0

2

詠
進
の
用
紙
は
、
半
紙
白
紙
一

枚
を
用
い
、
毛
筆
で
白
書
の
こ
と

た
だ
し
、
海
外
か
ら
詠
進
す
る

場
合
は
、
用
紙
は
随
意
と
し
、
毛

筆
で
な
く
て
も
さ
し
っ
か
え
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
盲
人
等
身
体
障
害
者
は

点
字
で
詠
進
し
、
ま
た
は
、
半
紙

に
他
人
が
代
筆
し
て
も
さ
し
っ
か

え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
代
位
一
一
干
の
場
合

は
、
そ
の
理
由
を
書
い
た
別
祇
を

添
え
る
と
と
。

ふ
書
式
は
、
半
紙
を
横
に
二
つ
折

り
に
し
て
、
右
半
面
に
お
題
と
歌

左
半
面
に
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が

な
)
、
生
年
月
日
、
職
業
JT
室田、を

編
集
室

。
七
月
に
は
い
る
と
梅
雨
も
と
ぎ
れ

が
ち
に
な
り
ま
す
。
や
が
て
盛
夏
を
む

か
え
る
わ
け
で
す
が
、
い
ま
の
ラ
ち
に

夏
の
く
ら
し
の
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
ん
で

計
画
を
た
て
ま
し
ょ
う
。

〈
〉
お
客
を
涼
し
く
迎
え
る
に
は
、
つ

め
た
い
お
し
ぼ
り
を
お
忘
れ
な
く
。
冷

蔵
庫
の
片
す
み
に
い
つ
も
用
意
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

〈V

水
遊
び
の
季
r
的
に
な
り
ま
し
た
。

水
泳
に
行
か
せ
る
と
き
は
、
必
ず
、
片

所
と
、
時
間
と
、
グ
ル
ー
プ
の
名
前

聞
い
て
お
ぎ
ま
し
ょ
う
。
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